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(下〉一宮座と名についてーJ(~日本歴史』第120号、 1958、 6 月号〉を参
照したL、。
3) 当社には寛政4年 (1792)の「氏神十二社権現御祭儀式定帳」が伝えられて
みよう
おり、地頭方を氏子園として10名からなる宮座が構成されている。加原耕作
「神社祭柁J(岡山県教育委員会編『新郷・美甘の民俗J1973) 55頁。
4) 背から氷室神社の氏子はホウノキで、作った下駄を履いてはいけないと言われ
ている。
5) 長久部落には、部落を二分する上組と下組の組織がある。この組は部落自治
の下部単位として機能している。たとえば、家を建てるときや葬式の際に
は、組の人々の協力が要求されている。また、祭りの時、名を支える「寄
子」集団として役割を行う。
6) 一般の氏子が神事に直接参加できる唯一の機会は、宮総代または部落長とし
て、部務総持ちの名を代表する時と、既存の「名頭」の代りをつとめる時の
みに限られている。
7) 石垣家の屋号は「ヨコヤ」と呼ばれているが、その由来は氷室神社の御神社
を守る役割、つまり、神主の家を意味する。しかし、今日の石垣家は「官
座」の一員に変わっているが、その経緯は明確でなL、。
8) 昭和20年から書かれた長久部落の部落帳簿の記録によって、確認したもので
ある。
9) かつては、棒〈長さ約 1m、幅5cm)ごとに「名」の名が書かれてあって、
宮座と村落共同体の一考察 19 
各「名頭」は決められた白分の幣しか使えなかったが、現在、使われている
棒には「名」の名はみられなL、。
(大学院後期課程学生)
